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　 第 7 1 2 号

六
地
蔵
木
幡
地
区
　
6
1
年
度
に
（
一
部
）
供
用
開
始

　
市
が
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
建
設
を
進
め
て
来
た
、
東
宇
治
下
水
処
理

場
の
第
一
期
工
事
が
大
詰
め
を
迎
え
、
現
在
、
機
械
、
電
機
な
ど
の
設
備

工
事
が
進
行
中
で
す
。
い
よ
い
よ
六
十
一
年
度
中
に
は
六
地
蔵
・
木
幡
地

区
の
内
、
既
に
下
水
管
の
敷
設
さ
れ
た
約
二
十
四
む
の
地
域
で
、
供
用
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
環
境
衛
生
の
維
持
、
ま
た
公
害
や
災
害
の
防
止
の
た
め

近
代
都
市
に
は
不
可
決
な
下
水
道
。
市
で
は
今
後
も
積
極
的
に
、
公
共
下

水
道
建
設
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

市
が
独
自
に
整
備
す
る
下
水
道
で
、

洛
南
処
理
区
は
京
都
府
を
中
心
に

進
め
ら
れ
て
い
る
木
津
川
流
域
下

水
道
の
関
連
事
業
と
し
て
計
画
さ

▲東宇治下水処理場の全景

を
中
心
に
、
二
十
四
八
お
地
域
で

放
流
が
可
能
な
状
熊
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
工
事
が
順
調
に
進
め
ば
、
六
十

一
年
度
中
に
は
六
地
蔵
・
木
幡
地

区
の
内
、
千
七
百
戸
程
度
を
対
象

▲最初沈殿池での汚泥かき寄せ機の設置（8月23日撮影）

に
下
水
道
の
供
用
が
開
始
出
来
る

見
込
み
で
す
。

　
公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
日
と

地
域
名
は
、
公
示
す
る
と
共
に
市

政
だ
よ
り
や
ビ
ラ
な
ど
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

供
用
開
始
公
示
後
の
義
務

　
と
こ
ろ
で
、
下
水
道
や
家
庭
の

排
水
設
備
が
安
全
で
十
分
に
機
能

出
来
る
ぷ
＾
＾
'
　
Ｓ
用
が
開
始
さ
れ

る
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
次
の
こ

と
を
守
っ
て
い
た
だ
ぐ
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
①
雨
水
は
従
来
ど
お
り
溝
や
水

路
へ
。
炊
事
場
、
ふ
ろ
場
、
洗
濯

場
な
ど
の
家
庭
排
水
は
六
ヵ
月
以

琵
言
斜
影
Ｕ
。

　
９
月
1
0
日
は

開
始
後
三
年
以
内
に
水
洗
化
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
③
に
尿
浄
化
槽
や
地
域
の
集
中

処
理
施
設
は
廃
止
し
、
汚
水
は
直

接
下
水
道
へ
流
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
④
水
洗
便
所
な
ど
の
排
水
設
備

工
事
は
、
市
が
指
定
し
た
公
認
業

者
で
な
け
れ
ば
出
来
ま
せ
ん
。
工

事
に
関
す
る
市
へ
の
手
続
き
は
、

業
者
が
代
行
し
未
丁
。

　
な
お
、
水
洗
化
の
改
造
資
金
に

つ
い
て
は
、
市
が
銀
行
な
見
笞

の
融
資
を
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

９
月
1
0
日
は

　
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー

　
下
水
道
は
、
河
川
や
海
の
水
質

汚
濁
を
防
止
す
る
な
べ
快
適
な

牛
活
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
不

可
欠
な
都
市
施
設
で
す
。
し
ぶ
し
、

Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
が
世
界
第

二
位
の
我
が
国
も
、
都
市
基
盤
特

に
下
水
道
で
は
そ
の
普
及
率
が
全

国
平
均
で
三
三
％
（
五
十
八
年
度
）

と
、
少
な
く
と
も
八
〇
％
以
上
の

数
値
か
忌
す
欧
米
諸
国
に
比
べ
、

宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
一
周
年
配
念
事
業

著
し
ぐ
遅
れ
て
い
ま
す
。

　
九
月
十
日
は
「
全
国
下
水
酒
促

進
デ
ー
」
。
国
や
自
治
体
で
は
、

毎
年
こ
の
日
を
中
心
に
下
水
道
の

普
及
と
そ
の
十
分
な
活
用
を
目
指

し
て
、
広
報
そ
の
他
の
活
動
に
取

り
組
み
、
国
民
の
理
解
と
一
層
の

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
ず
。

　
本
市
で
も
こ
の
運
動
の
一
環
と

し
て
、
排
水
設
備
工
事
に
関
す
る

相
談
や
水
洗
便
所
の
モ
デ
ル
ユ
ニ

″
卜
の
展
示
、
街
頭
で
の
パ
ン
フ

レ
″
ト
配
付
な
μ
を
予
定
し
て
い

乖
ｙ
。

　
本
市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
建

設
奎
里
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
、

早
期
に
東
宇
治
地
区
の
供
用
開
始

夕
目
指
す
一
方
、
西
宇
治
地
区
に

つ
い
て
も
、
木
津
川
流
域
下
水
道

建
設
工
事
と
の
整
合
を
図
り
な
が

ら
警
蓼
潅
め
て
い
‘
’
ヂ
。
今
後

も
、
住
環
境
の
良
好
な
都
市
の
実

現
を
目
指
し
て
、
公
共
下
水
道
の

促
進
に
努
力
し
Ｍ
ｆ
ｃ
ぐ
考
凡
で
す
。

495

れ
て
い
ま
す
。

　
東
宇
治
処
理
区
の
事
業
計
画
は
、

全
体
で
は
処
理
面
積
八
百
四
十
三

む
。
人
口
九
万
一
千
六
、
処
理
能

力
Ｅ
量
六
万
三
千
五
百
ノ
で
す
が
、

当
面
は
第
一
期
工
事
の
内
、
処
理

面
積
六
十
む
、
人
口
五
千
三
百
人
、

Ｅ
量
三
千
五
百
ノ
の
処
理
能
力
を

持
つ
東
宇
治
下
水
処
理
場
の
完
成

を
目
指
し
て
、
約
六
十
八
億
円
（
用

地
費
剪
苔
）
の
事
業
費
で
工
事

を
進
め
て
い
季
子
。

　
現
在
で
は
、
放
流
渠
（
き
よ
）
の

一
部
嚢
堅
１
　
木
、
建
築
工
事
は

ほ
ぽ
完
了
。
機
械
、
電
機
、
計
装

設
備
の
据
え
付
け
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
幹
線
（
二

‘
Ｅ
メ
ー
ト
ル
）
の
敷
設
や
、
支
線

そ
の
他
の
整
備
に
よ
り
、
五
十
九

年
度
末
に
は
六
地
蔵
・
木
幡
地
区

下水道整備予定

図

吉
村
収
入
役
が

　
８
月
2
0
日
に
退
任

１期４年間

の活躍

　
去
る
八
月
二
十
日
付
で
、
吉
村

源
太
郎
収
入
役
が
退
任
。

　
吉
村
収
入
役
は
、
昭
和
五
土
〈

年
八
月
に
京
都
市
伏
見
区
役
所
の

助
言
碁
覆
、
本
市
収
入
役
に

就
任
。
京
都
市
で
の
三
十
年
間
の

経
験
を
基
に
、
一
期
四
年
間
に
わ

た
り
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
吉
村
収
入
役
は
、
退
任
に
あ
た

り
『
市
長
を
は
じ
の
、
皆
さ
ん
の

暖
か
い
ご
支
援
で
任
期
が
全
う
出

来
た
こ
と
に
感
謝
１
　
　
示
ｙ
』
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
四
年
間
の
活
躍
、

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
な
お
、
同
収
入
役
の
退
任
に
伴

い
、
二
十
一
日
付
で
会
計
課
長
が

収
入
役
の
職
務
代
理
者
に
命
じ
ら

れ
ま
し
た
。

建築工事はほぼ完了　東宇治下水処理場

建
設
の
進
む
下
水
道
事
業

11月17日(日)

　　　午後２時･６時開演

　文化会館大ホール

萬
屋
錦
之
介
特
別
公
演

反
逆
児

Ｆ
ｔ
肌
着
一
旧
’
一
下
水
道
相
談
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宇
治
の
東
方
に
は
、
標
高
三

百
～
四
百
で
ぷ
の
山
邸

連
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
山
間

に
江
戸
時
代
で
は
、
東
笠
取
・

西
笠
取
・
炭
山
・
二
尾
・
池
尾

の
各
村
が
あ
っ
た
。
山
間
で
あ

る
が
故
に
、
い
ず
れ
謳
も
耕

地
面
積
は
少
な
く
、
村
高
も
、

西
笠
取
の
三
百
土
ハ
石
を
最
高

に
、
東
笠
取
が
二
百
邸
十
四
石
、

池
尾
が
百
九
十
七
石
、
炭
山
が

百
八
十
七
石
、
二
尾
が
四
十
四

石
で
あ
り
、
小
規
模
な
村
々
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
、
田

畑
の
比
率
は
、
池
尾
・
二
尾
を

除
け
ば
、
田
地
が
六
割
か
占
め
、

山
村
と
は
い
ぇ
、
か
な
り
水
田

受け付けは９月30日まで

が
開
け
て
い
た
と
い
え
ぷ
っ
。

池
尾
村
の
場
合
、
畑
地
が
約
六

割
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
茶

園
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
の
地
は
、
古
ぐ
は
笠
取
圧

と
呼
ぼ
れ
、
醍
醐
寺
の
庄
園
で

あ
り
、
江
戸
時
代
で
も
、
池
尾

村
の
九
十
三
石
の
幕
府
領
差
咲

け
ば
、
醍
醐
寺
と
そ
の
塔
頭
が

代
や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
も

の
の
、
年
貢
率
が
六
割
と
い
う

の
は
高
く
、
領
主
は
農
民
に
重

い
負
担
を
課
し
、
農
民
の
生
活

を
よ
り
苦
し
め
た
こ
と
が
ろ
う
。

農
民
の
単
語
を
支
え
た
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
稲
作
で
あ
る

が
、
そ
の
他
、
商
品
的
作
物
と

し
て
、
茶
業
も
行
わ
れ
た
。
明

物
産
と
い
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、

池
尾
に
関
す
る

江
戸
時
代
中
期

以
降
の
宗
門
改

帳
が
残
在
れ
て

お
り
、
当
時
の

池
尾
の
人
口
動

態
や
通
婚
例
か

山
間
の
村
々

領
主
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

農
民
の
牛
屈
で
も
、
醍
醐
寺
と

の
結
び
つ
き
が
深
く
、
大
き
な

影
響
を
与
λ
だ
。
そ
の
一
つ
が

年
貢
の
負
担
で
あ
る
。
正
保
二

年
（
一
六
四
五
）
の
炭
山
で
は
、

五
九
・
七
％
、
ま
た
弘
化
三
年

　
（
一
八
四
六
）
の
西
笠
取
村
水

本
領
で
は
六
三
・
九
％
で
、
時

治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
作

成
さ
れ
た
「
宇
治
郡
村
誌
」
に

よ
れ
ば
、
池
尾
で
は
九
百
八
十

貫
、
ま
た
二
尾
で
も
五
頁
貝
の

茶
の
生
産
が
あ
り
、
農
家
経
済

を
か
な
り
補
い
た
と
考
玩
愉

る
。
他
に
、
薪
・
炭
・
松
茸
な

'
■
M
i
？
特
産
物
と
し
て
記
さ
れ
て

お
り
、
い
か
に
も
山
村
ら
し
い

Ｗ

　
ら
忠
匹
圏
の
一

　
部
を
知
る
こ
と

そ
れ
に
よ
れ
ば
、

宝
暦
十
一
年
（
一
七
一
〈
一
）
に

は
三
十
世
帯
で
、
人
口
は
百
五

十
五
人
で
あ
っ
た
が
、
時
代
が

下
る
に
つ
れ
、
徐
々
に
世
帯
数

・
人
口
が
減
少
し
、
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
に
は
二
十
二
世

帯
、
百
十
四
人
と
な
っ
た
。
お

そ
ら
ぐ
、
山
間
の
他
村
も
同
様

勤
労
感
謝
の
日
に
表
彰

一
つ
の
仕
事
に
卓
越
し
た
腕

　
市
で
は
、
毎
年
十
一
月
二
十
三

日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
、
技
師
功

労
者
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
表
彰
は
、
長
年
一
つ
の
職

業
に
輝
幻
り
、
優
れ
た
技
能
か
磨

い
て
こ
ら
れ
た
人
た
ち
の
功
労
を

た
た
え
る
と
と
も
に
、
社
会
的
・

経
済
的
地
位
や
技
能
水
準
の
よ
り

一
層
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
昨
年
ま
で
に
表
彰
か
受
け

た
人
は
三
百
二
十
五
人
に
の
ぼ
っ

て
い
未
了
。

　
第
十
四
回
目
を
迎
え
る
本
年
も
、

技
能
功
労
者
の
推
薦
か
九
月
三
十

日
側
ま
で
営
け
付
け
て
い
ま
ず
。

表
彰
の
対
象
と
な
る
職
種
や
表
彰

基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
基
準
な
ど
に
該
当
す
る
人

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
同
業
の
団
体
、

商
工
業
者
の
団
体
を
は
じ
め
、
町

内
会
・
自
治
心
一
や
個
人
か
ら
も
、▲技能を披露する表彰者・桶（おけ）づくりの

　中西政一さん（昨年11月23日の表彰式で）

の
傾
向
を
た
ど
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
山
村

の
牛
居
の
厳
し
さ
を
物
語
っ
て

い
る
と
い
え
ぶ
っ
。

　
ま
た
、
こ
の
宗
門
改
帳
に
通

婚
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
和
六

年
（
一
主
八
九
）
で
は
、
二
十

六
の
通
婚
が
み
ら
れ
る
。
そ
の

内
訳
は
、
池
尾
村
内
が
十
、
宇

治
郡
（
笠
取
・
炭
山
・
志
津
川
）

が
九
、
近
江
国
が
四
、
他
国
が

推
薦
書
を
市
役
所
交
通
労
政
課
ま

で
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
〈
対
象
職
種
〉

　
大
工
、
建
築
技
術
、
左
官
、
土

木
技
術
、
建
築
手
伝
い
、
と
び
、

屋
根
、
畳
、
配
管
、
削
井
、
造
園
、

電
気
工
事
、
鉄
工
、
溶
接
、
板
金
、

金
網
加
工
、
の
こ
ぎ
り
目
立
て
、

茶
缶
製
作
、
塗
装
、
看
板
、
表
具
、

扇
子
仕
立
て
、
建
具
、
指
物
、
家

具
製
造
、
桶
製
造
、
竹
細
工
、
茶
び

つ
製
作
、
陶
工
、
石
工
、
彫
刻
、

う
る
し
工
芸
、
写
真
、
下
絵
、
押

絵
、
美
容
、
理
容
、
調
理
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
、
洋
裁
、
和
裁
、
刺
し

ゅ
う
、
製
茶
、
パ
ン
・
菓
子
製

造
、
豆
腐
・
こ
ん
に
ゃ
く
製
造
、

自
動
車
整
備
、
自
転
車
組
み
立
て
、

時
計
修
理
、
製
靴
、
は
り
・
き
ゅ

う
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
各

職
種
と
、
そ
の
他
市
長
が
適
当
と

認
め
た
職
種
。

　
〈
表
彰
基
準
〉

　
①
市
内
に
引
き
続
き
五
年
以
上

住
所
を
有
す
る
人
②
技
能
者
と
し

て
市
内
の
事
業
所
に
五
年
以
上
従

事
し
、
経
験
年
数
三
十
年
以
上
で
、

十
一
月
二
十
三
日
現
在
で
満
六
十

歳
以
上
の
人
③
極
め
て
優
れ
た

▲山間の集落（東笠取）

三
で
あ
っ
た
。
村
内
と
隣
村
の

通
婚
が
七
二
％
牽
占
め
て
お
り
、

近
江
国
の
四
例
も
、
山
村
で
あ

る
外
畑
村
が
三
例
あ
り
、
通
婚

例
で
み
る
限
り
、
山
間
の
生
活

圏
は
、
平
野
部
と
の
結
び
つ
き

が
少
な
い
。
山
間
と
り
７
地
形

の
な
か
で
、
農
民
の
生
活
圏
が

狭
め
ら
れ
る
の
は
当
然
か
も
し

れ
な
い
。

　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

技
能
奎
何
し
、
他
の
模
範
と
認
め

ら
れ
る
人
④
引
き
続
鳶
モ
の
指
導

的
立
場
に
あ
る
人
⑤
小
規
模
の
事

業
所
に
従
事
し
て
い
る
人
。
詳
細

は
交
通
労
政
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）

へ
。
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

－ 一 ・ ・ 一・ － － － 一 一
ｄ ・ ・ － － － ■ ■ － ■ － －

| ゜ ミ ゜

　
第
１
回
古
文
書

　
講
習
会

　
私
た
ち
の
周
り
に
残
さ
れ
て
い

る
古
文
書
は
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
の
歩
み
を
知
る
た
め
に
、
欠
く

こ
と
の
出
来
な
い
大
切
な
資
料
で

す
。
歴
史
資
料
館
で
は
、
皆
さ
ん
の

古
文
書
に
対
す
る
知
識
を
深
め
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
へ
の
関
心
を

高
め
て
い
た
だ
ぐ
た
め
に
、
初
歩

的
な
史
料
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
古

文
書
の
解
読
講
習
会
を
開
空
手
］
。

お
気
軽
に
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
１
日
、
８
日
、

1
5
日
、
2
9
日
の
４
回
連
続
、
い
ず

れ
も
火
曜
日
、
午
後
１
時
半
ト
４

時
▼
会
場
・
：
中
央
公
民
館
（
文
化

。
セ
ン
タ
ー
内
）
▼
対
象
：
市
内
に

在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
▼
定
員

・
：
4
0
人
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が

き
に
、
「
古
文
書
講
習
会
受
講
希

誤
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
市
外
の
方
は
勤
務
先

を
書
い
て
、
９
月
1
0
日
㈹
ま
で
に
、

宇
治
市
歴
史
資
料
館
（
折
居
台
―

丁
目
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
で
▼
テ
キ
ス
ト
代
・
・
一
三

百
円
。
第
１
回
開
催
時
に
テ
キ
ス

ト
と
引
き
換
え
▼
問
Ｋ
Ｂ
せ
・
・
・

　へ歴
　｜

　讐

り

磐　　、L

2保育所でスタート

の
内
、
二
保
育
所
が
こ
の
ほ
ど

京
都
府
の
指
定
か
受
け
、
電
話

や
面
接
に
よ
る
相
談
の
場
と
し

て
、
「
す
こ
や
か
子
育
て
相
談
」

（
す
こ
や
か
養
育
相
談
事
業
）
を

開
設
し
ま
し
た
。

　
す
こ
や
か
子
育
て
相
談
は
、

保
育
所
の
持
つ
機
能
を
地
域
の

皆
喚
九
に
開
放
す
る
こ
と
か
通

し
て
、
お
母
さ
ん
の
子
育
て
の

お
手
伝
い
を
Ｌ
ぶ
っ
と
す
る
も

の
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
京
都
府
指
定
保
育
所

　
市
内
の
各
民
間
保
育
所
で
は
、
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

昭
和
五
十
七
年
九
月
か
ら
、
育
　
・
登
り
保
育
園
（
木
幡
赤
塚
８

児
相
談
（
毎
週
金
曜
日
）
を
実
　
　
－
１
豊
⑩
3
8
1
1
）

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
保
育
所
　
・
同
胞
保
育
園
（
大
久
保
町
旦

－ ミ ー 一 一 － － － － － －

　
椋
8
4
－
４
ｆ
ｌ
ａ
ｏ
ｏ
ｏ
ｉ
-
０
）

　
▼
相
談
日
・
・
・
毎
週
金
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
２
時
。
電
話

と
面
接
い
ず
れ
も
▼
内
容
・
：
育

児
や
し
つ
け
全
般
。
離
乳
食
の

与
兄
方
、
夜
泣
き
、
し
つ
け
や

自
立
、
友
だ
ち
関
係
な
べ
相

談
は
無
料
で
す
。
（
保
育
課
）

496

心
身
障
害
者
に
働
く
場
を

　
九
月
は
、
障
害
者
雇
用
促
進
運

動
月
間
で
す
。
　
　
　
　
　
　

一

身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
で
は
、

「
身
体
障
害
者
の
雇
用
に
関
す
る

　 　 　 　 　 　 ・

　 　 　 　 　 　 ・
㎎ ・ ■ ■ － － － 一 儀 一 番 ■ミ ー 一 一 一 － － －－ ・ ・ ■ ■ － －

－ Ｓ ４ － － － －

事
業
主
の
責
務
牽
定
め
…
…
雇
用

に
伴
ラ
経
済
的
負
担
の
調
整
等
を

図
り
…
…
そ
の
能
力
に
翌
－
す
る

職
業
に
就
く
こ
と
か
促
進
す
る
た

め
の
措
置
を
講
じ
る
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
ｙ
つ
に
、
心
身
障

害
者
の
雇
用
の
促
進
に
関
し
て
は
、

障
害
者
自
身
の
職
業
的
自
立
へ
の

自
覚
と
、
と
的
わ
け
事
業
主
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　
市
内
に
は
、
十
八
歳
以
上
の
心

身
障
害
者
は
約
三
干
人
お
ら
れ
ま

す
。
働
く
障
害
者
は
着
実
に
増
え

て
来
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
月
間

を
期
に
、
各
種
制
度
を
積
極
的
に

活
用
し
、
雇
用
の
改
善
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
京
都
府
な
ど
の
主
催
に

よ
り
、
九
月
十
二
日
俐
に
京
都
ホ

テ
ル
で
障
害
者
雇
用
促
進
大
合
一
が

開
か
れ
ま
す
。
（
交
通
労
政
課
）

すこやか子育て相談

障
害
者
雇
用
促
進
遊
動
月
間

技能功労者の推薦を 宇
治
市
史
の
窓

企画展

茶師の生活と文化

　(新収蔵品の民具を加えて)

とき9月３日～12月19日

ところ歴史資料館

歴史資料館電話2

01311
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幼児家庭教育学級の日程表(3公民館)

宇　治　公　民　館
月　日

－

T ― マ 講　　師

9/19困
開講式
学級を進めるに当たって 宇治公民館長

9/26(村幼児の心身の発達私立三室戸isefr園
　　　杉本睦子さん

10/3困
子どもの儒操を豊かにするには

(遊びを通して)
京都文教短期大学助教授
　　　秋浜友子さん

lO/ll吻幼'Jiのしつけと自立 市立善法保育所長

10/17附子どもの病気と予防
小児科医師

　　服部宗五郎さん

10/24(≪保育室の一日 宇治公民館保母

I0/31困幼児をはぐくむ家庭・
地域のあり方

市青少年健全育成協議会
会長笠嶋教場さん

ll/7困幼児期の食生活(調理実習)市福祉事務所栄養士

li/iai)幼児のことばの発達 京都教育大学助教授
　　　矢野喜夫さん

11/22(4)子どもと絵本 児童文学研究者
　　　菅野信賢さん

1I/28ね子どもの成長と親の成長 婦人悶題研究者
　　　片岡陽子?ん

12/5困学習のまとめ 宇治公尺it職n

　
宇
治
・
木
幡
・
小
倉
公
民
館
で

は
、
幼
児
家
庭
教
育
学
級
を
開
き

孚
。

　
こ
の
学
級
は
。
三
歳
児
牽
甲
心

と
す
る
幼
児
の
親
を
対
象
に
、
子

２
ａ
ｕ
5
の
成
長
鉦
お
せ
て
こ
の
様

な
家
庭
教
育
か
于
れ
ば
艮
い
の
か
、

公民館のお知らせ

子
μ
も
の
発
達
と
は
ど
の
様
な
こ

と
か
な
ど
倣
講
師
を
交
え
て
み

ん
な
で
考
凡
合
う
も
の
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
右
表
▼
時
間

…
各
公
民
館
と
も
午
前
９
時
半
ト

正
午
▼
と
こ
ろ
…
各
公
民
館
▼
定

○宇治市中央公民館…折居台

　１の1 （雲R1 4 １ 1）

○宇治市宇治公民館…宇治里

　尻71の9 (aR 2 8 0 4）

○宇治市木柵公民館…木幡内

　畑34の7 （aR 8 2 9 0）

○宇治市小倉公民館…小倉町

　寺内91 (雲⑩4 6 8 7）

木　幡　公　民　館
月　日

－

ア ー マ

講　　師

9/21tt)開講式･オリエンテーション
幼児のしつけと生活習慣

木幡公民館長

市立北木幡保育所長

10/l火幼児の発達過S.ll)
京都教育大学助教授
　　　矢野喜夫さんlo/uea幼児の発達過程2)

10/14(fl)幼児をはぐくむ家庭・
地域のあり方

市青少年鯉全育成協議会
会長笠嶋教瑞さん

10/22(火 偏食をなくす工夫{真理実習)日本調理師専門学校
講師辻田継枝さん

10/29《幻幼児期からの同和教育 市教育委貝会杜会教育課職貝

u／8吻創造性を育てる 仏教大学爵師
　　池田一良さん

u／㈲ 幼児の遊ぴと観のかかわ')方市立北小倉保育所長

U/22吻絵本の効用と選び方 児童文学者協会会貝
　　吉見淑子さん

n/29吻学習のまとめ
閉講式 木幡公民館職貝

員
…
各
公
民
館
と
も
3
0
人
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
▼
教
材
費

・
・
・
調
理
実
習
時
の
材
料
費
実
費
▼

申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
「
幼

児
家
庭
教
育
学
級
受
講
希
照
と

書
い
て
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
忿
明
記
し
、
９
月
1
2
日
必

着
で
、
覆
手
る
公
民
館
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
受
講
中
、
二
歳
以
上
の
幼

児
を
二
十
人
ま
で
保
育
し
柔
す
。

希
望
Ｔ
？
ハ
は
、
受
講
申
し
込
み

時
に
、
幼
児
の
名
前
、
性
別
・
生

年
月
日
か
書
い
て
お
申
し
込
み
ぐ

だ
さ
い
。
お
や
つ
代
と
し
て
六
百

円
（
宇
治
公
民
館
）
・
五
百
円
（
木

幡
・
小
倉
公
民
館
）
が
必
要
で
す
。

　
（
早
治
・
木
幡
・
小
倉
公
民
館
）

　
　
　
　
　
◇

　
健
康
教
室

　
～
家
族
健
康
づ
く
り
に
～

　
家
族
み
ん
な
の
健
康
。
つ
く
り
に

ぜ
ひ
、
お
役
立
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
右
下
表
▼
時

間
・
・
・
い
ず
れ
も
午
後
２
時
Ｉ
４
時

　
（
た
だ
し
第
二
講
目
は
午
後
１
時

半
か
ら
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公
民

館
▼
対
象
・
・
市
内
在
住
の
人
▼
定

員
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
教
材
費

…
調
理
実
習
時
の
材
料
費
実
費
▼

申
し
込
み
・
・
・
９
月
２
日
側
か
ら
宇

治
公
民
館
へ
、
亀
話
か
来
館
１

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

小　倉　公　民　館
月　日

－ア　ーマ
講　　師

9/19咄
開講式
幼児の心身の発達

小倉公民館長

肆市立fijt･期学iiK鯖鵜真きん

9/26休幼児のことばの発達 京都市立看.'I短期大学
教授<S津峰真さん

10/3困体を育てる食生活
食品問題研究家
　　　山崎万里さん

10/8 (勾 心を育てる食生活

10/17閑偏食をしない工夫(調理実習)日本伝統食を考える会
　　山本かず子さん

10/24困子どもを他人に預ける 小倉公民館保母

10/31附子育て最中の母親の生き方枚方社会教育研究所
　　　由里洋子さん

warn 子どもを取り巻く社会環境京都大学IS育学部
助教授上杉孝賞さん

11/14困子どもにとっての遊び 吉田山保育ia
園長塩野マリさん

11/21困学習のまとめ 小倉公民館職貝

健康教室の日程表

お
知
ら
せ

　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
昭
和
六
十
年
九
月
二
日
に
登
録

す
る
選
嵩
入
名
簿
の
縦
覧
か
仔
い

康
ｙ
。
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
な
芦
を

お
確
か
め
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
。
・
・
９
月
３
日
脚
～
７
日

出
、
時
間
は
午
前
８
堅
Ｔ
午
後

５
時
▼
と
こ
ろ
・
：
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
（
市
役
所
２
階
）
▼

登
録
洽
れ
る
人
・
・
・
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
6
0
年
９
月
１
日
現
在

ぶ
Ｗ
続
い
て
住
民
登
録
を
し
て

い
る
人
①
昭
和
4
0
年
１
月
２
日
ま

で
に
生
書
れ
（
満
翌
傅
宝
）
、

5
9
年
９
月
２
日
か
ら
印
年
６
月
１

日
ま
で
の
問
に
、
宇
治
市
へ
転
入

届
か
済
ま
せ
た
か
、
住
民
票
が
作

成
套
ハ
だ
人
②
昭
和
3
9
年
1
2
月
1
1

日
か
ら
而
年
９
月
２
日
ま
で
に
生

月　日
－
T ’－マ 講　　師

9/12閑開講式･オリエンテーション
夏の疲労m法と健康チェック

宇治公民館長

市保健予防課保健婦

9/20咄夏バテをいやす食事 栄養士藤原朝子さん

9/30(月)たばこ・アルコールが
心身に及ぼす影響

関西医科大学教授
　　　徳永力雄さん

10/3附ストレスが心に及ぼす彫響宇冶保健所精神衛生相談貝
　　　鍋倉正信さん

10/9困健康体操ョーガ(実技) 大阪大学名誉教授
　　　佐保田鶴治さん

10/16W家族で取り組む健康法 京都文教短期大学教授
　　　平井新司さん

ま
れ
（
満
2
0
歳
以
上
）
、
5
9
年
９

月
１
日
ま
で
に
転
入
届
か
済
ま
せ

た
か
、
住
聡
罰
作
成
さ
れ
た
人
。

　
　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

　
「
そ
よ
か
ぜ
号
」
の
巡
回

　
北
椛
島
地
区
に
新
設

　
移
動
図
書
館
「
そ
よ
か
ぜ
号
」

が
、
九
月
か
ら
北
橘
島
地
区
か
巡

回
し
季
ｙ
。
駐
車
場
所
は
、
北
横

島
小
学
校
で
す
。
巡
回
日
程
な
ど

は
、
毎
月
一
日
発
行
の
「
市
政
だ

　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
〈
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
〉

　
▼
と
き
Ｌ
９
月
８
日
面
、
午
前

９
時
工

小
学
校
。

　
〈
卓
球
〉

　
▼
と
章
・
・
９
月
1
2
日
出
。
午
後

７
時
ｙ
９
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
伊
勢
田

小
学
校
体
育
館
。

　
参
加
は
、
当
日
直
接
会
場
へ
（
卓

五
ヶ
庄
西
川
原

　
高
木
悠
一
ち
ゃ
ん

　水遊びが大好きなゆういちちゃ

ん。この夏初めてプールに入り、

大はしゃぎの元気な男の子です。

　この欄に掲載するお子さん（59

年９月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

１

球
希
望
者
は
上
靴
持
参
で
）
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
社
会
保
険
相
談
所

　
年
金
や
健
康
保
険
な
ど
の
仕
組

み
や
疑
問
に
つ
い
て
、
専
門
の
相

談
員
が
応
じ
ま
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
９
月
1
3
日

倒
＝
小
倉
公
民
館
（
小
倉
町
寺
内

9
1
）
、
2
7
日
吻
９
広
野
公
民
分
館

　
（
広
野
町
西
裏
9
4
）
。
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
Ｌ
時
～
４
時
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
宇
泊
茶
の
振
興
標
語
募
集

　
六
十
三
年
京
都
国
体
に
向
け
て

奎
案
の
振
興
奎
図
る
た
め
に
、

標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　
▼
標
語
の
内
容
↓
落
茶
に
関

す
る
も
の
▼
套
Ｔ
一
…
一
字
以
内
▼

Ｓ
募
締
め
切
り
・
：
９
月
1
0
日
（
必

着
）
▼
応
募
先
・
問
い
ふ
Ｂ
せ
・
・
・

ｍ
案
商
工
業
協
同
鰻
ズ
宇
治

又
振
1
7
－
１
・
豊
⑩
７
７
１
<
m
）

ま
で
。
入
賞
者
に
は
賞
品
を
進
呈

　●問い合わせ

保健予防課(電

話2

23141)

　
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

　
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

　
九
月
九
日
か
ら
始
ま
り
毒
了
。

日
程
と
会
場
は
、
「
昭
和
六
十

年
尿
？
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

手
び
き
」
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
・
・
・
４
歳
未
満
の
乳
幼

喝
で
き
る
だ
ぼ
早
い
時
期
（
生

後
３
ヵ
月
ぐ
ら
い
か
ら
）
に
受

け
で
ぐ
だ
さ
い
▼
持
参
す
る
物

・
・
・
母
子
手
帳
と
問
診
票
▼
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
５
検
査
を
営
げ
ら

れ
な
い
子
μ
も
・
・
・
①
三
種
混
合

予
防
接
種
を
営
け
て
１
週
間
以

内
②
麻
呪
（
は
乱
）
、
流
行

性
耳
下
腺
炎
（
お
た
ふ
ぐ
か
ぜ
）

予
防
接
種
を
受
け
て
１
ヵ
月
以

内
③
以
前
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
か
接
種
し

た
子
と
か
④
麻
し
ん
、
流
行
性

ｋ
チ
。
　
　
（
農
林
茶
業
課
）

　
季
節
料
理
教
室

　
▼
と
き
Ｌ
・
・
９
月
1
3
日
吻
、
午
後

Ｌ
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
ふ
落
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
ｚ
耀
尻
7
1
－

９
）
▼
内
容
・
・
・
敬
老
の
日
に
ち
な

ん
で
の
季
節
料
理
▼
講
師
・
：
料
理

研
究
家
、
星
野
美
智
子
さ
ん
▼
定

員
…
3
6
人
▼
材
料
代
・
・
・
一
千
三
百

円
▼
申
し
込
み
・
・
・
忠
舅
働
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
へ
材
料
代
奎
添
え
て
直

　
神
明
、
菟
道
両
地
区
で
欠
員
と

な
っ
て
い
た
民
生
委
員
（
児
童
委

員
を
兼
任
）
の
後
任
者
が
決
定
さ

れ
、
歴
筆
ハ
臣
と
京
都
府
知
事
の

委
嘱
状
が
伝
達
鳶
笛
し
た
。

　
新
任
の
民
生
委
員
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。
（
任
期
は
、
六
十
一
年

十
一
月
三
十
日
ま
で
）
。

▼
神
明
地
区
・
・
・
西
野
雀
７
（
牢
治

　
大
谷
６
１
５
魯
⑩
5
8
6
8
）

▼
蔭
顛
区
・
：
内
田
芳
男
（
五
ヶ

　
庄
京
大
職
員
宿
舎
６
２
４
豊
⑩

　
7
1
5
8
）
　
　
　
（
社
会
課
）

早
野
ヽ
風
見
ヽ
水
痘
（
水

ぽ
≒
そ
う
）
が
治
っ
て
１
ヵ
月

以
内
⑤
と
び
ひ
、
水
い
ぼ
、
手

足
口
病
が
治
っ
て
２
週
間
以
内

▼
注
意
・
・
・
体
温
は
、
心
一
場
に
来

る
前
に
必
ず
測
っ
て
お
い
て
ぐ

だ
さ
い
。
書
だ
、
各
会
場
と
も

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
匁

　
　
肥
満
学
級

　
肥
満
の
傾
向
に
あ
る
人
に
、

日
常
か
ら
健
康
に
注
意
し
、
楽

し
ぐ
過
ご
し
て
い
た
だ
ぐ
た
め

に
肥
満
学
級
を
開
孝
示
ｙ
。
多

数
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。
ｊ

　
▼
と
亭
：
1
0
月
４
凪
で
午

後
１
時
半
Ｌ
ｔ
時
、
1
5
日
㈹
＝

午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ

ろ
・
・
・
宇
治
保
健
所
▼
内
容
…
○

肥
満
の
話
○
食
べ
る
こ
と
と
ｙ
心

の
健
康
○
一
五
〇
〇
‘
’
‘
カ
ロ
リ

ー
の
食
事
献
立
と
実
習
、
試
食

Ｏ
牛
活
の
中
に
運
動
を
▼
受
講

料
・
・
・
無
料

▼
申
Ｌ
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…

ｚ
屎
健
所
（
宇
治
若
森
７
・

豊
0
2
1
9
1
）
へ
。

接
。
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
未
就
業
看
護
婦
の
調
査

　
府
で
は
、
看
護
婦
出
。
准
看
護

婦
出
、
助
産
婦
、
保
健
婦
の
資
格

夕
痔
っ
て
い
る
人
で
、
現
在
就
業

し
て
い
な
い
人
の
調
査
奎
行
っ
て

い
ま
ず
。
該
当
す
る
人
で
前
回
ま

で
の
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
な
い
人
は
、
電
話
次
た
は
、
は

が
き
な
ど
で
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
連
絡
事
項
・
：
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
生
年
月
り
、
免
許
種

別
▼
連
絡
受
付
期
間
・
・
・
９
月
２
日

～
3
0
日
▼
連
絡
先
・
・
・
早
治
保
健
所

　
（
曇
署
森
７
－
６
・
｛
｝
0
2
1

9
1
）
へ
。
　
（
宇
治
保
健
所
）

團
闘
問
】
臨
解

二
十
一
Ｒ
号
二
面
の
『
杖
島
に
投

｀
蘆
新
設
』
の
記
事
の
中
で
、
▼

第
1
5
投
票
区
（
北
横
島
小
学
校
）

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
ぐ

は
第
4
5
投
票
区
（
北
橘
島
小
学
校
）

で
す
。
訂
正
し
お
わ
び
に
￥
チ
。
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ド
人
も
車
も
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に

　万一の交通事故や火災に備える交通災

害・火災共済制度。あなたはもう加入し

ていますか。きょう９月I 日から、昭和

60年度の予約加入一斉受け付けが始まり

ます。町内会、自治会などを通じて、ぜ

ひお申し込みください、

　
昭
和
六
十
年
度
（
共
済
期
間
六

十
年
十
二
月
一
日
か
ら
Ｉ
〈
十
一
年

十
一
月
三
十
日
ま
で
）
の
、
交
通

災
害
共
研
忌
ハ
災
共
済
の
予
約
加

入
一
斉
斥
け
付
け
が
、
九
月
一
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
加
入
盈
硲
Ｔ
９
人
は
、
次
の

要
領
で
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
既
に
加
入
し
て
い
る
人

で
も
、
両
共
済
と
も
に
十
一
月
三

十
日
で
期
間
満
了
と
な
り
ま
す
。

改
め
で
弔
続
き
が
必
要
で
す
の
で

ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
加
入
手
続
き
は

　
　
町
内
会
な
ど
で

▼
共
済
会
費
・
・
・
交
通
災
害
共
済
＝

　
五
百
円
（
一
人
）
。
火
災
共
済

　
＝
一
世
帯
一
口
五
百
円
（
二
口

　
ま
で
）
。

▼
申
し
込
み
方
法
・
・
・
次
の
い
ず
れ

　
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
ぐ
だ

　
さ
い
①
町
内
会
、
息
泥
夢
通

　
じ
て
加
入
（
十
一
月
十
日
ま
で
）

　
②
市
内
各
銀
行
、
信
刄
讃
、

　
農
協
、
相
互
銀
行
の
本
・
支
店
、

　
出
張
所
の
窓
口
③
市
役
所
交
通

　
労
政
課
。

▼
問
い
角
石
せ
…
市
役
所
交
通
労

　
政
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
交
通
災
害
共
済
、
火
災
共
済
制

度
は
、
万
一
の
交
通
事
故
や
火
災

に
備
え
て
、
市
民
一
人
ひ
と
Ｓ
Ｖ
Ｒ

掛
け
金
を
脚
に
Ｘ
□
、
交
通
事
故

や
火
災
に
遭
っ
た
人
舎
双
済
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
未
了
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
加
入
を

お
願
い
Ｌ
Ｘ
チ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

新任民生(児童)委員に委嘱状を伝達

交
通
災
害
・
火
災
共
済

9
月
1
日
か
ら
予
約
受
け
付
け

幼児家庭教育学級

子供の健やかの成長を

3公民館で受講生を募集

保健予防
のお知らせ
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　　　献血●lO日(関西地区補給処io時～正午と13時～

　15時半),17日(宇治保健所10時～正午と13

　時～15時半)､20日(大久保ショッピングセ

　ンター10時~正午と13時～15時半)。

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り　一

●10日(木幡公民分館10時40分発、小倉公民

　館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発、宇

　治保健所11時30分着)｡その他、毎週月曜日

　に宇治保健所で実施。

　　　相談あんない

●青少年相談(17日、市民会館13時～16時)。

●移動市民相談(26日,北広野集会所13時半

　～16時)。

●京都府交通事故相談(4日,

18日、京都府

　宇治地方振興局a@2049、9時～16時)｡交

通事故の法律問題、示談のしかたなどお気
軽にご相談ください、

r…………………………………………………………………

i　社会福祉協議会の法律（定貝io人）・年

：金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

：行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

ｉの日程は、60年度版「市民カレンrーと

　手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で。

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時~16時に総合福祉

会館３階の家庭児童相談室(豊⑩8698）

で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・

金曜日の９時-16時に総合福祉会館2階

の老人福祉センター（豊⑩5652)､で。 ▲救助訓練（58年の総合防災訓練）

　
九
月
四
日
市
午
前
九
時
か
ら
正

午
ま
で
、
太
陽
が
丘
か
ヌ
イ
ン
会

場
に
、
京
都
府
総
合
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ホ
ヂ
。

　
こ
の
訓
練
は
、
京
都
府
・
宇
治

市
両
防
災
会
議
が
主
催
し
て
行
う

も
の
で
、
防
災
関
係
機
関
の
技
術

の
向
上
な
戸
石
い
、
市
民
の
方
に
も

い
ヌ
と
い
う
時
の
た
め
に
防
災
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
て
い
毒
了
。

　
当
日
は
、
周
辺
住
民
と
小
・
中

学
生
、
幼
稚
園
児
令
り
せ
て
約
千

五
百
人
に
よ
る
訓
練
必
一
場
へ
の
避

９
月
４
日
太
陽
が
丘
で

総
合
防
災
訓
練

難
や
、
各
機
関
の
訓
練
が
行
わ
れ

毒
了
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
西
小
倉
地
域
で

　
　
　
　
　
　
防
災
訓
練

　
九
月
八
日
間
、
西
小
倉
自
治
連

合
会
で
は
、
地
域
住
民
あ
げ
て
の

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
八
月
三
十
日
か

ら
の
回
涵
－
間
や
、
九
月
四
日
に

実
施
さ
れ
る
京
都
府
総
合
防
災
訓

練
を
機
会
に
、
よ
旦
層
地
域
住

民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
未
ｙ
。
あ
な
た
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
８
日
間
午
後
１

時
か
t
Ｓ
ｘ
ｏ
時
▼
避
難
場
所
・
：
西
小

倉
・
南
小
倉
・
北
小
倉
小
学
校
校

庭
。
　
（
企
回
管
理
部
総
務
課
）
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宇
治
市
中
央
図
書
館
（
ａ
⑩
1
5
1
1
）

保
険
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
9
月
分
）

移
動
図
書
館

9月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

燃えないゴミ（市役所清掃事務所　22－3141） し尿（城南衛生管理組合　075－631－5171）

マンホール（収
集ロ）の確認を

し尿収集の届け出を


	page1
	page2
	page3
	page4

